


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































〇 Daly, M.(2011) Welfare, Cambridge: Polity Press.
言及対象と論者 言及対象の特色 魅　　力
障害者福祉
高山忠雄
障害者福祉は各論の一つである
が、ライフステージで見ることが
できない複雑な問題が重複してい
るところに特徴がある。
障害者福祉は「多様かつ高度化するニーズ」への対応にあ
たり「学際的研究」が常とされるため、「障害学あるいは
障害福祉学としての魅力は計り知れないものがある」、と
している。
医療福祉
山手茂
医療福祉とは、病院・保健所等で
患者・家族の療養生活問題の相談
を受け、社会福祉援助技術を用い
て、問題解決をすることをいう。
「保健・医療・福祉の総合化」により、療養・日常生活に
悩む患者・障害者の「生活の質」向上や健やかで安定した
生活の支援が期待されていると語ることで、その魅力を示
唆している。
司法福祉
佐野健吾
司法福祉とは、非行少年が二度と
非行を繰り返さないよう援助する
ための実践と理論を担う社会福祉
の関連領域の一つである。
家裁調査官は、少年たちの信頼や裏切りと格闘しながら非
行克服に向けて奮闘している。その実践を「理論的課題と
して追求することが司法福祉の魅力である」、としている。
地域福祉
牧里毎治
地域福祉は、現代版の地域相互扶
助システムの追求であり、個人レ
ベルと国家レベルの視点を併せ持
つ中範囲的な研究領域である。
「個人的な事例から国家的な政策・制度まで含めた視野で
物事を考察し、自由奔放にテーマ設定できるところに、地
域福祉学の魅力がある」、としている。
国際福祉
萩原康生
国際福祉とは、国境を越えて複雑
に絡み合っている人間の生活問題
を、国境を越えて研究しその解決
を図る学問領域である。
国際福祉論は、先進国における福祉国家の興亡だけでなく
途上国の福祉問題を扱うことや、外国人居住者の生活問題
のような身近な国際問題をも研究対象としていることをあ
げ、間接的にその魅力を示唆している。
出典：AERAムック（2003：4-45）の記述をもとに筆者が整理した。
